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以下に掲載する文章群は、2011年 5月から 6月にかけて行なわれた「緊急ティ
ーチイン＠和光大学」の記録である。
2011年3月11日に起きた東日本大震災は、北関東から東北の太平洋沿岸部に巨
大な津波災害をもたらしたばかりでなく、東京電力福島第一原子力発電所の事故
は未曽有の「核危機」を日本および世界にもたらした。国際社会に事前の連絡も
ないまま高濃度の放射能汚染水を環境中に放出するなど、日本は「テロ国家」と
指弾されても甘受するほかないような過ちを犯し、現在、最も地球に負荷を与え
る国家・社会となった。
未曽有の危機の中で、事故がこれ以上悪化したとしても、沈静化したとしても、
「生き方」や「暮らし方」、「人間」「社会」「文明」というものを考えざるをえな
くなる、そういう歴史的岐路に現在私たちはいるのだということを痛感した有志
教員が集まり、何かこの事態に向き合う場を作りたいと考えて「緊急ティーチイ
ン＠和光大学」を準備したというのが事の始まりである。4 月初めに相談会を持
ち、関心を持つ教員が徐々に集まってくるとともに、学科を超えた枠組ができあ
がってきた。そこで実行委員会を作って学生有志にも加わってもらい、3 回のテ
ィーチインを行なうという形が少しずつ決まっていった。「ティーチイン」とい
う集会形式には、「古いのでは」という意見が出なかったわけではない。が、ふ
だんは「教える」立場にある教員たちですら、予想もしない事態に直面したこと
により、誰もが一人の人間として「いま」と「これから」を考える場をもちたい
という気持ちも大きかった。ティーチインという形式は、そのような動機と関心
を「大学」という場で具体化する際に適したものだと訴えたのは私であり、幸い
多くの賛同を得て実行に至った。
実行委員会の構成は次のとおりである。岩本陽児（心理教育学科）、井上輝子、
ロバート・リケット、竹信三恵子、米田幸弘、道場親信（以上、現代社会学科）、
野中浩一、堂前雅史（以上、身体環境共生学科）、加藤巌（経済学科）、杉本昌昭
（経営メディア学科）、内田正夫（総合文化研究所）、向井宏一郎（共通教養）、細谷修
平（総合文化研究所特別研修員）、阿部航（大学院生）、相澤郁太、添田晃介、（以上、
心理教育学科学生）、阪尾由香里、鈴木拓、味村耕太郎（以上、現代社会学科学生）、
齋藤武、野中あずさ、八幡敬史（以上、身体環境共生学科学生）、沼尻眞吾、藤井
幸輔（総合文化学科学生）、石井直樹（経済学科学生）、磯崎文也（経営メディア学科
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学生）、渡辺美里（科目等履修生）、会森孝次、戸澤智恵美（以上、卒業生）。実行委
員長は私が務めることになった。
これに対し、総合文化研究所からは学科・学部を超えた企画ということで研究
所の催しとして承認をいただいた。この場を借りて感謝の意を表したい。
3回のティーチインのテーマと参加者数は以下のとおりである。
第1回「脱原発社会――原発事故から見える社会のかたち」
・参加者数：300名（概数、以下同）
第2回「学問と未来――被災から見える学問と生のかたち」
・参加者数：140名
第 3回「職と労働――震災後を生きのびる労働のかたち」
・参加者数：220名
各回のティーチインでは、よりくつろいだ形で討論に参加してもらえるよう、
「屋台班」を設けて来場者にカレーとチャイなどを提供した。また、Ustream 中
継も行なった。第 1回と第 3回は会場の半分以上にブルーシートを敷いて、そこ
に座り込んでともに議論をする会場の形を考えたが、いつも時間が足りなくて充
分に議論ができなかったことは残念だった（第2回は会場の都合で同様のレイアウト
にはならなかった）。
ティーチインに取り組むことで、ふだんの学部や学科、教員／学生の枠を超え
た新しいつながりができたことはうれしい成果だった。途中には思いもかけぬ失
敗やディスコミュニケーションも生じたし反省すべきことは多々あるが、何とか
3 回の議論をやり通すことができてよかったと思う。震災と原発事故を受けて何
かをしたい・人と議論する場を持ちたいという切迫した思いに形を与えることが
できたのも、個人的にはこの時期の精神健康にとてもプラスに働いた。今回のテ
ィーチインはあくまで緊急のものであり、切迫した思いを共有する人々による臨
時の行動であったが、参加したそれぞれが、これから何事かをなしていく上でヒ
ントとなり資源となればこれ以上喜ばしいことはない。
以下、各回の主催者あいさつとティーチインの発題者による問題提起部分を誌
上に記録し、あわせて学生スタッフによるエッセイを掲載する。紙幅の都合上、
討論部分を割愛せざるを得なかったことをお詫びする。なお、第 3 回の記録（発
題者発言部分）は『季刊ピープルズ・プラン』51号（2011年9月）に掲載されたも
のを、編集部にお許しをいただいて転載したものである（なお、井上輝子氏のあい
さつは『東西南北』が初掲載である）。ご厚意に感謝したい。
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